
氏名 山田  正浩

学部担当科目

・世界地誌Ⅰ(一）、・世界地誌Ⅱ(一）、・農村地理学、・人文地理学Ⅱ、
・地理学講読調査法(四）、・地理学演習(四）、・地理学卒業演習(四)

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・人文地理学特論、・人文地理学演習（Ⅰ）、・人文地理学演習（Ⅱ）

授業科目

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、歴史地理学会、大韓地理学会、韓国文化歴史地理学会

近代化の過程における村落社会の変貌、朝鮮村落の歴史地理学的研究、韓国地域研究

愛知県史編纂委員会自然史部会部会長、大幸財団外国人共同研究者招聘選考委員会委員、高
の原カルチャーサロン講師、愛知県立大学公開講座「県大アゲイン」講師

京都大学大学院文学研究科修士課程（人文地理学専攻）修了

文学修士

人文地理学

最終学歴

【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

【学内活動】
（学内職歴を含む）

入試委員会委員、国際交流委員会委員、軟式野球部顧問

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・国際関係論Ⅲ
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（学会発表）

①朝鮮時代の邑城について

②邑集落と邑城の空間関係に
ついて

②

③

④

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2013年3月

2013年3月

朝鮮時代の邑城について、成立過程と
その要因、邑城の分布の特徴と時代的
変化、邑城域の構成要素などの諸点を
論じた。

邑集落の構成要素を５つに整理し、そ
れらと邑城域との空間関係について論
じた。
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